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ットスーツHybrid Assistive Limb® (以下，HAL)を使用したトレーニングの効果やHALを使用し
た歩行練習の有効性を実証することを目的とし，以下の 3研究をまとめて報告した． 
 
研究 1: 安全性の確認 
研究１は障害を有する対象者への HAL装着の効果を検討することが目的とされた。HAL装着適応患
者採択基準を全て満たす 10名，研究プロトコルは HALの装着回数を 1回とし，HALの装着時間は 20






最大歩行速度では 7名中 3名 (約 43%)，快適歩行速度では 8名中 4名 (50%) に歩行速度の改善が認め









研究 2: 実行可能性の検証  
 研究２は脳卒中患者への HAL 装着訓練を実行可能性の見地から検討することが目的とされた。対象
は，A 病院の回復期リハ病棟に入院している脳卒中患者で選択基準に該当しかつ HAL を使用した歩行
練習を実施した 3 名とした．研究デザインは単群前後比較試験とした．研究プロトコルは HAL を使用
した歩行練習を 1回 20分間 (1単位) とし，週 3回合計 12回 (4週間) または 18回 (6週間) 実施した．
主要評価項目は Functional Ambulation Category；以下，FAC，副次評価項目は最大歩行速度，快適歩行速
度，歩幅 (最大・快適歩行時)，歩行率 (最大・快適歩行時)，6分間歩行距離，Timed Up-and Go test；以
下，TUG，Functional Balance Scale；以下，FBS，下肢運動麻痺 (Brunnstrom Recovery Stage；以下，BRS)，
下肢筋力 (Manual Muscle Testing；以下，MMT)，有害事象とされた．各評価は，開始時と終了時にそれ
ぞれ実施された． 
 HAL開始前評価と HAL終了時評価の前後比較において，FAC，最大歩行速度，快適歩行速度，歩幅 (最
大・快適歩行時)，歩行率 (快適歩行時)，6分間歩行距離，TUG，FBSは全例で改善を認めた．一方で，
歩行率 (最大歩行時) は 3名中 1名で改善が認められなかった．下肢の BRSは全例において改善が認め
られなかった． 




研究 3: 有効性評価 
 研究３は脳卒中患者への HAL 装着訓練の装着歩行練習の有効性を評価・検証することが目的とされ
た．対象は，A病院の回復期リハ病棟に入院している脳卒中患者で選択基準に該当しかつ本研究の参加
に同意が得られた 24名で，HAL群 (12名)，コントロール群 (12名)であった．研究デザインは並行群
間単純ランダム化比較試験が行われた．HAL群の介入は HALを使用した歩行練習を 1回 20分間とし，
週 3回合計 12回実施された．コントロール群の介入は従来の平地歩行練習を 1回 20分間とし，週 3回
合計12回実施された．主要評価項目はFAC，副次評価項目はFunctional Independence Measure (以下，FIM)，
The MOS 8-Item Short-Form Health Survey (以下，SF-8)，Profile of Mood States (以下，POMS) 短縮版，有
害事象とされた．各評価は，開始時と終了時にそれぞれ実施した．統計学的分析は，連続変数には対応
のある t検定，カテゴリー変数には χ2検定，開始時評価と終了時評価の群内比較には対応のある t検定，
群間比較には対応のない t検定が使用された． 

























平成 28 年 12 月 22 日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った．その結果，審査委員全員が合格と判定し
た． 
よって，著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
 
 
